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キーワード

研究シーズの説明（私は、このような研究に取り組んでいます。）

成果の応用可能性（私の活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

これまでの連携研究や社会貢献活動の実績

・ヒップホップ型教育 ・ヒップホップ ・ラップ ・授業開発 ・教育方法

＜ヒップホップ型教育（HHBE）とは＞
ヒップホップ型教育（HHBE）とは、ヒップホップの要素を用いて授業内容を教えるという教育手法で、2000年代初頭からアメリカで
取り組まれ始め、実践者が増加しています。
ヒップホップは音楽の一ジャンルや、ダンスの一形態と誤解されがちですが、ラップ、DJ、ブレイクダンス、グラフィティ（壁画）の四大要素
から構成される「文化」です。また、ヒップホップはアフリカ系・ヒスパニック系アメリカ人がマジョリティを占めるため、HHBEも「有色人種の
ため」の教育手法と誤解されるかもしれませんが、ヒップホップは複数の国の文化に適合し、地域事情に合った形でローカライズされて
きているため、HHBEは人種や民族に関係なく適応可能であるとされています。
サッカーや野球などの欧米由来のスポーツが日本の日常に浸透したように、ヒップホップも日本の若者の日常に当たり前のように存在し、
だからこそ、若者の興味関心を引くための大きなとっかかりとなり得ると考え、私はHHBEに取り組んでいます

＜ヒップホップ型教育の例：Science Genius＞

HHBEの授業を開発・実践してきました。私の専門はサービス・ラーニング（SL）であり、
SLは地域の問題解決に取り組むという特徴があります。
実践を行っていた前任大学は下関に位置しており、その地域の問題＝海洋ゴミ問題に
もっと興味関心をもってもらうため、「ヒップホップを通した社会貢献」というテーマのもと、
地域問題解決に取り組んできました。

＜ラップ動画＞ ＜メディア＞
取材頂いた動画などを見て頂くと、
取組の意図が分かりやすいと思います。

2023年度：エシカルツーリズム促進 テレビ山口

2024年度：海洋ゴミ啓発 山口朝日放送
（その他）

2025年度：海洋ゴミ啓発 ネットメディア記事
読売新聞オンライン
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＜論文＞
総合的な学習の時間における新たな教育実践～
ヒップホップ型教育～

教育方法としてのヒップホップ～Hip Hop Based 
Education～

クラウドファンディングをツールとする サービス・
ラーニング実践の技法と課題

https://youtu.be/P0FIaveOzdA?si=0NOh9tYJSLphUuFh
https://youtu.be/ZV2eQGnB02c?si=eSr84S463L3pGXn6
https://youtu.be/Khy6qBR7BFI?si=PEYp6y4e72uNObw7
https://youtu.be/JMMKfrPhKio?si=q8UDc0Yx66ZCrwGi
https://youtu.be/63w2DmsScCs?si=2kaLOrtJ4SC8jQAr
https://livika.jp/28431/
https://www.yomiuri.co.jp/national/20241007-OYT1T50133/
https://cir.nii.ac.jp/crid/1390293323874039552
https://cir.nii.ac.jp/crid/1390573242839368064
https://cir.nii.ac.jp/crid/1390023085117520512

